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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月8日(2009.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱分解開始温度が２００℃以上である含窒素芳香族重合体およびその原料モノマーを含
有し、該原料モノマーの割合が、該重合体およびその原料モノマーの総重量中０．０５重
量％以上５重量％以下であることを特徴とする多孔質フィルム。
【請求項２】
　含窒素芳香族重合体が芳香族ポリイミドである請求項１記載の多孔質フィルム。
【請求項３】
　含窒素芳香族重合体が芳香族ポリアミドイミドである請求項１記載の多孔質フィルム。
【請求項４】
　さらに有機粉末および／または無機粉末を含有する請求項１～３のいずれかに記載の多
孔質フィルム。
【請求項５】
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　さらにアルミナを含有する請求項１～３のいずれかに記載の多孔質フィルム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の多孔質フィルムと熱可塑性樹脂を含有する多孔質フィ
ルムとが接して積層されてなる積層多孔質フィルム。
【請求項７】
　熱可塑性樹脂がポリエチレンである請求項６記載の積層多孔質フィルム。
【請求項８】
　無孔化温度が１８０℃未満である請求項６または７記載の積層多孔質フィルム。
【請求項９】
　請求項１～５のいずれかに記載の多孔質フィルムからなることを特徴とするセパレータ
ー。
【請求項１０】
　請求項６～８のいずれかに記載の積層多孔質フィルムからなることを特徴とするセパレ
ーター。
【請求項１１】
　空孔率が２０体積％以上９０体積％以下である請求項９または１０記載のセパレーター
。
【請求項１２】
　ガーレー法による透気度が２０秒／１００ｃｃ以上２０００秒／１００ｃｃである請求
項９～１１のいずれかに記載のセパレーター。
【請求項１３】
　請求項９～１２のいずれかに記載のセパレーターを有することを特徴とする電池。
【請求項１４】
　請求項９～１２のいずれかに記載のセパレーターを有することを特徴とするリチウム二
次電池。
【請求項１５】
　請求項９～１２のいずれかに記載のセパレーターを有することを特徴とするキャパシタ
ー。
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